
薬理パフォーマンス課題① 抗血栓薬編 

 

本時の学習目標 

 ・薬理作用や薬物の体内動態を理解する 

 ・薬物の効果や、身体への影響、効果に影響を及ぼす因子について理解する              

・在宅・外来で起こりやすい事故について理解する 

； 

事例 自宅で適切な服薬管理ができるよう説明を行ないましょう。 

内服の例）解熱鎮痛剤、降圧薬、抗血栓薬、気管支喘息治療薬など 
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テーマ 抗血栓薬を処方された患者への服薬指導 

学年・人数 １学年 １１名 

場面設定 

脳梗塞（右中大脳動脈領域）で入院していた患者が、本日退院することになった。 

自宅で適切な服薬管理ができるよう説明を行う場面。 

時間配分 全体の時間  ４５分 

シミュレーション時間 ５分 

導入(ブリーフィング)時間 １５分 

デブリーフィング時間 ２５分 

学習目標 

１．患者が納得し適切な内服管理行動がとれるような説明ができる。 

患者情報 

氏名： 秋月 准一 

年齢： ７５歳 

性別： 男性 

キーパーソン：妻 

家族構成：妻との２人暮らし 

診断：脳梗塞（右中大脳動脈領域） 

背景： 

 

５０歳で高血圧を指摘され、５７歳で降圧薬を服用し、食事療法と運動療法を行いなが

ら自宅管理をしていた。その他の大きな疾患はない。 

 

シミュレーション

の課題 

脳梗塞で入院中の秋月さんが、本日退院となった。自宅で継続して抗血栓薬を服用する

ことになった。入院中は看護師が配薬などの管理を行っていた。 

自宅で適切な服薬管理ができるよう説明を行ってください。 

 

事前学習 

・疾患 

・薬の使用目的（原因の除去・症状の抑制・予防・診断） 

・アドヒアランス 

・医薬品情報 

・飲食物、嗜好品と医薬品の相互作用 

・薬理効果 

・体内動態 

・身体への影響 

・効果に影響を及ぼす因子 

・主作用や有害作用とその危険性 

・有害作用に対する適切な対応 

・在宅、外来での事故防止策 


